
地域振興計画に基づく事業実施による成果・効果・課題・対応策
（鹿児島県垂水市）2024.9

大目標
熱く語れ 大きく動け
人がふれあう 境浜魂

対応策

総務省事業事業実施／平成27年度

境
交経

事業を実施して見えてきた地域性： 経済 交流 観光

成 果
効 果

課 題

N E W 第２期境づくり計画策定協議中
傾斜地への手すり設置（まちづくり交付金）

境浜ふれあい館、地区公民館の活用の検討

地区外からの交流人口の対応として、
休憩所・宿泊施設の確保

・境地域交流会「おじゃったもんせ」（R5）

２回
・長イス設置によるふれあいの場創出

20箇所

ふれあいの場づくりにより、地区内外と
の交流機会が増えている。

牛根
交

大目標
牛根でしかできないこと、牛根だから
できることを 牛根のみんなで考えよう

対応策

総務省事業事業実施／平成26年度、平成30年度

イベント用照明、あじさいロード肥料
購入（まちづくり交付金）

イベントの充実により、世代間交流・集
落間交流が促進されている。

成 果
効 果

・ふれあい餅つき大会（R5）参加者 60名
・二月祭りでの「二川棒踊り」披露（R5）

踊り手 16名、総参加者 40名

あじさいロードやビワ園管理の人材不足
子どもから高齢者まで憩える新たな場所
づくり

イベントと組み合わせた管理作業を実施
し、協力体制を構築
部会を設置し、場所や管理体制等を協議

課 題

N E W

総務省事業実施／平成27年度、令和２年度

大目標
桜島・カンパチ・温泉の町
みんなでつくろう 明るく活力ある協和

成 果
効 果

課 題

協和

観

N E W

対応策

第２期協和づくり計画策定協議中

協和の魅力が拡散されるとともに、
「いっもんそ交流」により住民同士のつ
ながりが深化している。

・写真コンテスト作品（R5） 60点
・中俣下川踊りのお披露目（R5） ４回
・いっもんそ交流 ４事業

観光地協和を地区外へアピールする新
たな取り組みの創出

江之島の景観や地区の観光資源活用

対応策

総務省事業実施／平成29年度

垂水
観交

大目標
明るく元気で郷土愛あふれるまち
～歴史と資源を大切に～

成 果
効 果

N E W マイロードでの「七夕祭り」実施

七夕祭りが地域行事として定着し、ふれあい館たるみず
が交流拠点として活用されている。

・七夕祭り R5／飾り設置数77本
R6／飾り設置数71本

・ふれあい館たるみず利用者（R5） 274名

日本遺産「垂水麓」や史跡を活用した観光振興

子どもから大人まで参加でき、地域資源を活かした
新たなイベントの開催

課 題

大目標
わたしたちは大野に住む人・
来る人を増やし続けたい

対応策

総務省事業実施／平成25年度、平成27年度、令和４年度

大野

交経

成 果
効 果

課 題

N E W 大野原いきいき祭り2023開催
過疎地域等集落ネットワーク圏形成支援事業
「うのばい開拓魂！知る・来る・住むの
６プラン」実施

直売所設置や新商品開発により、うのばい
ファン開拓に向けた機運が高まっている。
見守りLINE導入や空き家調査により、安心
安全な地域づくりを推進している。

・直売所「うのばい」来客者（R5） 1,643名
・新商品開発（R5） １品
・LINEによる見守り活動 週１回
・空き家所有者との交渉（R5） ３件

うのばいブランドの販路拡大
移住希望者の住居確保

レトルト釜を活用した六次産業化推進
空き家を活用した住居確保

対応策

総務省事業実施／平成26年度

水之上
観交

大目標
みんなで力を合わせ、
住みよい大好きな水之上を未来へ！

成 果
効 果

課 題

N E W 三和グラウンド乗用芝刈り機購入（まちづくり交付金）

白山登山の復活により、交流人口が増加している。
交流拠点である三和グラウンドの芝整備により、地
区内外の交流が促進されている。

三和営農組合の人材確保、耕作放棄地の利活用

農業体験やレンタル農園の運営

新城 経

対応策

総務省事業実施／平成26年度、平成30年度

大目標
人情・豊かな自然と歴史に抱かれた住みよい郷
新城を目指して

成 果
効 果

N E W

課 題

鉄道記念公園でのイベント用照明購入（まちづくり交付金）
「おたけどんの郷」PR看板設置、交流の場への番戸設置（まちづくり交付金）

鉄道記念公園公園での地域行事や新城ふるさと先生グループの活動等により、
世代間交流が促進されている。

・鉄道記念公園でのイベント（R5） ３回
・こども園や小学生とのふれあい事業（R5） 10回

交流人口の増加

地区外の方が来るイベントの充実、おたけどんの郷のPR強化

柊原 交

対応策

総務省事業実施／平成27年度、令和元年度

大目標
ひと・はま・みち
元気あふれる くぬっばい

成 果
効 果

N E W

課 題

伝イベ柊原「おろごめ」実施

公民館や憩いの場での交流活動により住民のつながりが深ま
るとともに、伝統行事・伝統芸能を通して地区をアピールし
ている。

・グラウンドゴルフ等を通じた憩いの場での交流活動
・伝イベ柊原の開催（R5） ２回（おろごめ、浜駅伝）

伝統行事、伝統芸能「大津絵節」の継承

現在の状況に合わせて工夫した行事の開催
大津絵節の継承に向けた若い世代への呼びかけ

松ヶ崎
観

大目標
歴史と景観に恵まれた松ヶ崎を、
道の駅を生かして広めたい

対応策

総務省事業実施／平成26年度、令和元年度

第２期松ヶ崎づくり計画策定
清掃活動備品購入（まちづくり交付金）

自治公民館改修により、地区内交流
が盛んになっている。
景観維持のため美化活動に注力して
いる。

・ちゃいっぺ会の開催 月１回
・公民館、神社等の清掃活動 月１回

周辺地区（牛根・境・協和地区・桜島）
を含む着地型観光地としての拠点化
歴史や文化財、棒踊りの継承

松ヶ崎の観光資源と周辺地区の景観や
歴史とのリンク
子どもたちへの継承活動

成 果
効 果

課 題

N E W

・おんだんこら祭り当日の白山登山者（R6） 40名
・三和グラウンドの利用

地域行事、高齢者学級、保育園、少年団など


